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■自主防災組織を育てましょう　■国民健康保険のさまざまな給付について
■西都市地域ポイント制度　　　■市民提案型まちづくり事業補助金
■自主防災組織を育てましょう　■国民健康保険のさまざまな給付について
■西都市地域ポイント制度　　　■市民提案型まちづくり事業補助金

大豊作！

の恵み　と秋 子どもたちの     顔笑

▲10月 7日　三財小　稲刈り＆脱穀体験

稲刈り前の田んぼアート「富士山と月」
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国民健康保険高齢受給者証・
後期高齢者医療被保険者証の交付式

行政相談相

相 相談 他

県内一斉消毒の日他

休日納税相談相

消費生活無料相談相

無料人権相談
無料法律相談相

その他

他

イ イベント

西都古墳まつり

イ 平郡神社 秋祭（詳細は P16）

イ さいとぷちマルシェ

イ

第 20 回 都於郡城址まつり

イ シンポジウム Part Ⅳ 世界文化遺産としての古墳を考える
都萬神社 秋季大祭（詳細は P17）

イ

イ 三宅神社 大祭、
穂北神楽（詳細は P16）

イ 穂北神楽（詳細は P16）

イ 中山棒踊り（詳細は P17）

イ 尾八重神楽（詳細は P17）

イ 西都市教育文化祭（市民会館）教育政策課 ☎43-3438

勤労感謝の日

無料人権相談相

さいと

今月の表紙
三財小の 5 年生が稲刈り＆脱穀を
体験。昔使われていた『足踏み脱
穀機』のすごさを実感しながら、
楽しく餅米を収穫しました。

休日在宅医

日月 曜 病院名 主な診療科目
電話番号

休日在宅医は変更になることがあります。
事前に電話でご確認ください。

木

日

日

日

水

日

日

日

3

6

13

20

23

27

4

11

11 児玉内科クリニック

鶴田病院

いわみ小児科医院

西都児玉眼科

上山医院

こうの整形外科

黒木胃腸科医院

とめもり小児科

内科・胃腸科
43-130412

内科
43-1777
外科・内科
42-3711
小児科
42-1500

整形外科
43-1129
整形外科
43-2200

小児科
43-5884

眼科
43-3456

消費生活無料相談（要予約）
　日時　11 月 1 日（火）13 時〜 16 時
　　※次回は 12 月 6 日（火）
　　※相談時間は１人 30 分です。
　会場　市役所南庁舎１階
　予約・問い合わせ  生活環境課 ☎ 43-1589
行政相談
　日時　11 月 10 日（木）10 時〜 12 時
　会場　市役所南庁舎１階
　問い合わせ　生活環境課　☎ 43-1589
無料人権相談
　日時　11 月 15 日（火）10 時〜 15 時
　　※次回は 12 月 2 日（金）
　会場　市役所南庁舎１階
　問い合わせ　市民協働推進課　☎ 43-1204
無料法律相談 (要予約 )
　日時　11 月 15 日（火）13 時 30 分〜 16 時
　会場　総合福祉センター
　予約・問い合わせ
　　社会福祉協議会　☎ 43-4613
休日納税相談
　日時　11 月 27 日（日）９時〜 16 時
　会場　市役所税務課
　問い合わせ　税務課　☎ 32-1001
交通事故相談（要予約）
　日時　平日の９時〜 16 時
　会場　西都地区交通安全協会
　問い合わせ　生活環境課　☎ 43-1589
　　西都地区交通安全協会　☎ 43-0294
母子手帳交付
　日時　毎週火曜　13 時〜 13 時 30 分
　会場　保健センター１階
　問い合わせ　健康管理課　☎ 43-1146
県内一斉消毒の日
　期日　11 月 20 日（日）※毎月 20 日
　問い合わせ　農政課　☎ 43-0382
国民健康保険高齢受給者証・
　後期高齢者医療被保険者証の交付式
　日時　12 月１日（木）９時〜
　会場　コミュニティセンター３階
　該当者　昭和 21 年 11 月２日〜 12 月１日生
　　　　まれの国民健康保険の方、昭和 16 年
　　　　12 月１日〜 12 月 31 日生まれの方
　　　　　※該当者には文書を郵送します。
　問い合わせ　健康管理課　☎ 43-0378

西都古墳まつり
日時　11／ 5  （土）　10時～22時
　　　　　  ６（日）　９時～16時
会場　西都原御陵墓前広場
内容　５日：神楽まつり、たいまつ行列、炎の祭典ほか
　　　６日：奉納行事、御陵墓の一般参拝ほか
【問い合わせ】　観光協会　☎41-1557

さいとぷちマルシェ
日時　11／ 27（日）　10時～15時
会場　あいそめ広場
内容　姉妹都市・長崎県西海市のうず潮牡蠣の販売や、
　　　県内のおいしい農産物・雑貨の販売を予定。
【問い合わせ】　さいとマルシェ実行委員会　☎35-4029

まちなかギャラリー夢たまご　☎42-0027
■開館時間　10時～17時　■休館日　月曜
11 ／ 1（火）～6（日）　東洋の美・和の世界 寒蘭＆陶器展
11／ 8（火）～13（日）　桐山忠夫 遺作展
11／ 15（火）～20（日）　女性陶芸家四人展
11／ 22（火）～27（日）　パッチワーク・キルト作品展
11／ 29（火）～12／ 4（日）　
　　　　　第２回三納小・中学校卒業生とその教師達展

第20回 都於郡城址まつり
日時　11／ 12  （土）　18時～（前夜祭）
　　　　　   13（日）　９時～（本祭）
会場　都於郡城本丸跡
内容　【前夜祭】
　　　ステージイベント、花火大会など　
　　　【本祭】
　　　高屋山上陵祭、都小っ
　　　子祭り（武者行列など）、
　　　都於郡音頭、みやざき犬
　　　ステージ、お楽しみ抽選
　　　会、せんぐまき　ほか
※本祭では14時から、特別ゲスト JILLE（GILLE）に
　よるミニライブがあります。12時より、無料シャトル
　バス（神楽酒造西都工場から出発）を運行します。
【問い合わせ】　都於郡地域づくり協議会　☎44-6372

シンポジウムPart Ⅳ
　世界文化遺産としての古墳を考える
日時　11／ 19（土）　13時 30分～17時
会場　宮崎県立西都原考古博物館 大ホール
内容　『古墳が語る古代史の実像～評
　　　価の核心と革新～』をテーマと
　　　した講演会。講師は九州大学名
　　　誉教授の西谷正氏と、大韓民国
　　　国立全州博物館学芸研究室長の
　　　李柱憲氏。ビデオメッセージは
　　　明治大学名誉教授の大塚初重氏。　　　
【問い合わせ】
　　　総合政策課　☎32-1011

カレンダーイベント相談・その他

この広報紙内に掲載されている電話番号で、市外局番の記載がないものは、
全て（0983）になります。

●税務課　　　　　　　　　 ☎32-1001
◆健康管理課 介護保険係　　☎43-3024
◇健康管理課 高齢者医療係　☎43-0378☎問 い合わせ

納付期限＝11月 30日（水）
●国民健康保険税（5期）　
◆介護保険料（5期）
◇後期高齢者医療保険料（5期）　
※口座振替・コンビニ払いも利用できます。

　納期内の納入をお願いします。

市税などの納期のお知らせ
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自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
住
民

が
協
力
・
連
携
し
『
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
た
め
に
結

成
す
る
組
織
の
こ
と
で
す
。
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、
消
防
、
警

察
、
自
治
体
な
ど
の
公
的
機
関
に
よ

る
対
応
『
公こ
う

助じ
ょ

』
だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
身
を

自
分
で
守
る
『
自じ
じ
ょ助
』
と
普
段
か
ら

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
や
近
隣
の

人
々
が
集
ま
っ
て
、
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
、
防
災
活
動
に
組
織
的

に
取
り
組
む
『
共き
ょ
う
じ
ょ助』
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、『
自
助
』『
共
助
』

『
公
助
』
が
役
割
を
分
担
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
協
力
し
て
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
す
（
図
１
）。

　

そ
の
中
で
も
『
共
助
』
は
、『
防

災
の
要か
な
め』
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織

が
行
う
活
動
の
中
心
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
平
成
７

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
普

段
か
ら
の
近
隣
や
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
、
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
瓦が

礫れ
き

の
下
か
ら

救
出
さ
れ
た
人
の
う
ち
約
８
割
が
近

所
の
住
民
ら
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
ま

し
た
（
図
２
）。
こ
れ
は
救
助
隊
が

非
常
に
困
難
な
状
況
の
中
、
限
ら
れ

た
人
員
・
車
両
で
数
多
く
の
消
火
活

動
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
全
て
の
救

助
要
請
に
す
ぐ
に
応
え
る
こ
と
は
不

可
能
な
た
め
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
当
初
に
お
い

て
、
地
域
の
命
や
財
産
を
守
れ
る
の

は
、
そ
こ
に
住
む
地
域
の
人
た
ち
で

す
。『
共
助
』
の
役
割
を
十
分
に
担

え
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
自
主
防
災
組

織
が
地
域
に
お
い
て
防
災
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
意
義
は
大
き

い
と
い
え
ま
す
。

■
自
主
防
災
組
織
の
役
割

【
平
常
時
の
役
割
】

　

防
災
知
識
の
普
及
、
地
域
の
災
害

　

危
険
の
把
握
、防
災
訓
練
の
実
施
、

　

火
気
使
用
設
備
器
具
な
ど
の
点

　

検
、
防
災
用
資
機
材
の
整
備　

な

　

ど
【
災
害
時
の
役
割
】

　

情
報
の
収
集
・
伝
達
、
出
火
防
止
・

　

初
期
消
火
、
住
民
の
避
難
・
誘
導
、

　

負
傷
者
の
救
出
・
救
護
、
給
食
・

　

給
水
、
避
難
所
の
運
営　

な
ど

■
自
主
防
災
組
織
の
つ
く
り
方

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

　

活
動
を
進
め
て
い
く
に
は
、
組
織

の
構
成
員
一
人
一
人
の
仕
事
の
分
担

を
決
め
、
班
分
け
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
一
般
的
な
組
織
の
構
成
例

を
示
し
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
く
だ

さ
い
（
図
３
）。

　

最
初
か
ら
完
璧
な
姿
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
行
政
や

防
災
の
専
門
家
で
あ
る
防
災
士
の
力

を
借
り
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
今
住

ん
で
い
る
地
域
に
公
民
館
な
ど
の
組

織
が
な
く
て
も
、
行
政
区
や
隣り
ん

保ぽ

班は
ん

を
生
か
し
た
り
、
最
初
は
一
部
の
人

た
ち
で
結
成
し
、
徐
々
に
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
く
方
法
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
要
は
『
気
負
わ
ず
』『
無
理
を

せ
ず
』『
今
で
き
る
範
囲
で
』
始
め

て
み
る
こ
と
で
す
。

　

地
域
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
時
、
あ

る
い
は
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う

時
に
は
、
市
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
向
灘
を
含
む
南
海
ト
ラ
フ
で

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
〜
９
ク
ラ

ス
の
地
震
が
今
後
30
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
が
60
〜
70
％
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
宮
崎
県
の
想
定
に
よ
れ
ば
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
超
と
い
う
最
大

ク
ラ
ス
の
地
震
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
西
都
市
の
住
宅
地
の
ほ
と
ん
ど

が
震
度
６
強
か
ら
７
の
地
震
に
見
舞

わ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
甚
大
な
被

害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
西
日

本
の
非
常
に
広
い
範
囲
が
被
災
し
た

場
合
、
被
害
が
特
に
大
き
い
地
域
に

支
援
が
集
中
す
る
た
め
、
本
市
に
は

物
資
や
人
的
支
援
が
長
期
間
届
か
な

い
と
い
う
事
態
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
な
ど
行
政
機
関
の
被
災
、

物
資
な
ど
の
補
給
路
の
遮
断
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
も
し
、
こ
の
よ
う
に
、

長
期
に
渡
っ
て
地
域
だ
け
で
持
ち
こ

た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
困
難
な
状

況
と
な
っ
た
と
き
、
最
も
頼
り
に
な

る
の
が
、
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
で
あ
り
、助
け
合
い
な
の
で
す
。

日
頃
か
ら
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
将
来
へ
の

不
安
を
確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

日
向
灘
を
震
源
と
し
た
大
地
震

は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
て

お
り
、
い
つ
の
日
か
必
ず
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
ス
ー
パ
ー
台
風
や
局

地
豪
雨
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か

ら
は
考
え
ら
れ
な
い
災
害
も
予
想
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
人
知
を
超
え
る

災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
被
害
を
減
ら
す
こ
と
は
で

き
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
『
日
頃
の

備
え
』
と
『
人
と
の
絆
』
で
す
。

　

あ
な
た
と
家
族
の
、
命
と
幸
せ
を

守
る
た
め
の
行
動
を
ぜ
ひ
今
す
ぐ
開

始
し
て
く
だ
さ
い
。

災害に強い
　　まちづくりを目指して 　防災の基本は「自分の身の安全は自分で守る」ということです。今回は、大地震など相次ぐ

災害の中、その必要性が叫ばれている自主防災組織について特集します。

自
主
防
災
組
織
と
は

自
主
防
災
組
織
の役

割
と
つ
く
り
方

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と　

西
都
市

終
わ
り
に

■
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課  

☎
43-

０
３
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自主防災組織を育てましょう ～安全安心な地域づくりのために～

図２　阪神・淡路大震災における共助と公助の比較

消防、警察、自衛隊によって
救助された人

近所の住民らによって
救助された人

出典：河田恵昭：大規模地震による人的被害の予測．
　　　自然災害科学　Vol.16.N1.pp3-14.1997
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図３　自主防災組織の構成例
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　自主防災組織の育成は、本文のとおり、まさに待ったなしの状況です。
そこで、今回、自主防災組織の早期設立と活動促進のために、支援措置
を拡充し、手続きを見直します。

①防災訓練

②研修会および講習会

③資機材の購入

④食料備蓄品の購入

残額のある限り、３
カ年度の間、全額補
助にて利用可能。29
年度までに設立し活
動を開始した場合、
2割増し

事業区分 設立補助金額 活動補助の補助率

手続きの簡素化
更新届の事務簡素化
　これまで、毎年、更新届・規約・防災計画・連絡表を提出していただ
いていましたが、今後は変更があった場合にのみ、変更届を提出してい
ただくこととします。

※防災訓練については、継続的訓練をすることで補助率 2／ 3を適用。

1／ 2～ 2／ 3

1／ 2
10／ 10

※継続的訓練が必要
1／３

※継続的訓練が必要

補助事業一覧
　設立補助金額（限度額）　
　　　　　10世帯まで100,000円＋1世帯当たり1,000円
　設立補助金額を使った後は、活動補助に移り、申請ごとに限度額が上
記の１／２になり、かかった経費を元に一定の補助率により補助金を算
定交付します。

補助制度を見直します

新しい補助事業の概要
【1】設立への支援
　設立後、最初の活動時に設立補助金額を算定、その額が無くなるまで
３カ年度の間、利用することができます。
【2】継続への支援
　設立補助金が無くなった後は、活動補助となり、申請ごとに限度額が
1／ 2になり、防災訓練などについては、一部自己負担となります。
　しかし、防災訓練を毎年度継続して実施すれば『防災訓練の補助率が
1／ 2から 2／ 3にアップ』『資機材の補助率 10／ 10での購入』など
の優遇措置が継続して受けられます。
【3】早期活動開始への支援
　平成 29年度までに設立し活動を開始すれば、設立補助金額が２割増
しとなります。また、すでに設立後の補助金を使っている組織について
も、防災訓練について、平成 29年度までに実施すれば、補助率 2／ 3
の優遇が適用され、以後も毎年度防災訓練を続けることにより、これを
継続することができます。

つまり、早く設立しその後継続した活動を行う、または、すでに
設立済の組織についても、早く活動を開始し、それを継続すれば、
大きなメリットが得られます。

　37 区（札の元）自主防災会の防災訓練の様子

その日のために今助ける人になりましょう誰もがいつかは助けられる人になります



その他の給付

交通事故などに遭ったときには！

　被保険者の皆さんが病気やケガなどによって、治療や入院で高額な医療費がかかったとき、
その負担を軽減するための制度です。高額療養費

手続きに必要なもの
○ 案内のハガキ
○ 対象者の保険証
○ 印鑑（認めで可）
○ 通帳など口座番号の分かるもの
○ ハガキに記載されている医療機関の領収書
○ マイナンバーが分かるもの（世帯主と対象者分）

限度額適用認定証 　入院や外来診療で、あらかじめ医療費が高くなると分かっている場合には、事前
に「限度額適用認定証」を医療機関に提示することで、支払いが限度額までで済む
方法があります。 　国保では、1カ月当たりの医療費の自己負担限度額が世帯の所得に応じて定められており（※表１・２）、この

限度額を超えた場合に高額療養費として払い戻しがあります。
　対象となった場合には、診療月の２カ月後（病院からの請求によっては遅れることもあります）に、健康管理課
国保係から案内の通知が届きます。案内が届いたら早めに手続きをお願いします。

　70～ 74 歳の方は郵送で申請ができます！
　被保険者の方の申請時の負担軽減のため、対象世帯には
申請書を郵便でお送りします。申請書が届いたら、必要事
項を記入・押印して健康管理課国保係に返送していただく
ことになります。
※注意：同じ世帯に 70 歳未満の支給対象者がいる場合は
　　　　該当しません。

自己負担限度額とは？ 　国保では、１カ月当たりの医療費の限度額が下記のように決まっています。70 ～ 74 歳の方と、
70 歳未満の方では自己負担限度額の区分や高額療養費の計算方法が異なります。

252,600 円＋（医療費－842,000 円）×１％
※多数回該当：140,100 円

167,400 円＋（医療費－558,000 円）×1％
※多数回該当：93,000 円

80,100 円＋（医療費－267,000 円）×１％
※多数回該当：44,400 円

57,600 円
※多数回該当：44,400 円

35,400 円
※多数回該当：24,600 円

上位所得

一　　般

低  所  得

所得区分 適用区分 自己負担限度額

ア

イ

ウ

エ

オ

80,100 円＋（医療費－267,000 円）×1％
※多数回該当：44,400 円

44,400 円

24,600 円

15,000 円

◆表１　70歳未満の１カ月当たりの自己負担限度額 ◆表２　70～ 74 歳の１カ月当たりの自己負担限度額

44,400 円

12,000 円

8,000 円

8,000 円

現役並み所得

一　般

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

所得区分 外来＋入院（世帯単位）
外　来

（個人単位）

注）①月ごとの受診について計算し、保険診療対象外の費用と入院時の食
　　  事代は除く。
　  ②70 歳未満は、レセプト単位で自己負担額 21,000 円以上の分を合算。

※多数回該当…過去１年間に、同じ世帯で高額療養費の支給が４回以上になる場合

　健康管理課窓口で申請をしていただくと、申請された月の初日から翌年７月 31日（申請日が 1月～ 7月の場合は、
その年の 7月 31 日）までが有効期限の「限度額適用認定証」が交付されます。ただし、月をさかのぼっての交付
はできませんのでご注意ください。また、保険税に滞納があると交付されない場合があります。

　また、住民税非課税世帯の方は、入院される場合、１食当たりの食事代（標準負担額 ※表 3）が減額される「標
準負担額減額認定証」の交付を受けることができます。これは「限度額適用認定証」と一体型になっていますので、
交付申請については「限度額適用認定証」と同じ手続きをする必要があります。

手続きに必要なもの
○ 対象者の保険証
○ 印鑑（認めで可）
○ マイナンバーが分かるもの（世帯主と対象者分、
　 代理申請の場合は代理人の分）
○ 代理の方が申請される場合は、代理の方の身分
　 を証明できるもの

◆表３　入院時食事代の標準負担額（１食当たり）

　70 ～ 74 歳で、住民税課税世帯の方は…
　「保険証」と「高齢受給者証」を提示すれば、限度
額までの支払いになりますので、「限度額適用認定証」
は必要ありません。

一般（下記以外の方）

住民税非課税世帯

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

90日までの入院

90日を超える入院（過去 12カ月の入院日数）

360 円

210 円

160 円

100 円

出産育児一時金
　被保険者の方が出産された場合、出産後の申請により世帯主の方に出産育児一時金が支給されます。妊娠 4カ月（85 日）
以上の出産であれば、死産、流産は問いません。
　平成 21 年 10 月から、出産育児一時金を出産費用として保険者（国保）が医療機関に支払う直接支払制度が始まりました。
直接支払制度を希望する場合は出産される医療機関で保険証を提示の上、直接支払制度合意書に署名・押印してください。
　なお、支給額のうち、直接支払いで出産費用に充てた分を除いた差額は、出産後に、健康管理課で請求できます。
　　　【支給額】　○産科医療保障制度に加入している医療機関で、妊娠 22週目以降に出産された場合　⇒　420,000 円
　　　　　　　　○上記以外の出産　⇒　404,000 円

○不慮の事故などでやむを得ず保険証を持たずに医療機関で受診した場合
○柔道整復師の施術を受けた場合
○医師の同意を受けて、あんま・はり・きゅう・マッサージを受けた場合
○医師が必要と認めたギプスやコルセットなどの治療補装具代
○海外で治療を受けた場合
○手術などで、医師が必要と認めて生血を輸血したとき

療養費 次のような場合、療養費の支給を受けることができます。 葬祭費
　被保険者の方が亡
くなられた場合、喪
主の方に葬祭費とし
て 20,000 円が支給さ
れます。

※手続きには必要な書類などがありますので、詳しくはお問い合わせください。

「第三者行為被害届」をご存知ですか？

届け出に必要なもの
○ 保険証
○ 印鑑（認めで可）
○ 交通事故証明書
○ 第三者行為による被害届
○ マイナンバーが分かるもの

　交通事故など、第三者の行為によってけがや病気になった場合でも、国保で診療を受けることができます。その
際には、必ず健康管理課窓口に「第三者行為による被害届」を提出してください。医療費は加害者が全額負担する
のが原則ですので、国保が一時的に立て替え、あとで加害者に請求します。
※ただし、示談をしてしまうと加害者に対して医療費の請求ができなくなる場合がありますのでご注意ください。

このような場合も「第三者行為」となります
　・他人の飼い犬にかまれた
　・落下物に当たった
　・傷害事件に巻き込まれた
　・他人から提供された食事で食中毒になった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……など

問い合わせ
健康管理課 国保係
　☎43-0378

国 険康健民 保
　国保に加入されている方は、さまざまな給付を
受けることができます。今回はその内容について
ご案内します。

国民健康保険（国保）の

　　　さまざまな給付について

国民健康保険（国保）の

　　　さまざまな給付について

07 November 2016 広報さいと 06広報さいと November 2016



09 November 2016 広報さいと 08広報さいと November 2016

⑵
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■問い合わせ　
　市民協働推進課　☎ 32-1005

市
民
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動
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立
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い
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ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
お
考
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の
方
へ

ま
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ご
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だ
さ
い
！

ま
ず
は 

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

仲間と一緒に
地域交流イベントって
できないかしら？
まちの活性化にも
繋がるのに！
でも、お金がないし．．．

市民活動団体の運営や
まちづくりのための
イベントで、
市から補助金が
もらえるの？

審査会で
補助金の交付が

えっ！

決定！

開催！

えっ！

開催！
決定！

平成 27 年度に「市民提案型まちづくり事業補助金」を活用して行われた事業

　｢

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金｣

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

市民の方による　　『まちづくり』をサポート！
が始まります

カードさいとく

　市では現在、『地域ポイント制度』を活用した地域循環型社会の構築を目指しています。
　『地域ポイント制度』導入により、市民の皆さんの行政イベント・行事への参加を促すとともに、
地域経済の活性化を図るため、平成 29年４月からの運用開始を目指しています。
　具体的な取り組みとしましては、市民の皆さんが市内における市民協働推進活動や健康増進活動
などに参加した際に活動内容に応じたポイントを付与し、その貯まったポイントは地元商店街など
で使用可能なギフト券への交換を予定しています。
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参加する

ポイントを
貯める

使う

西都市地域ポイント制度の仕組み

西都市

来年４月から

地域 ポイント
制度
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ト
カ
ー
ド
を
始
め
る
た
め
、
西
都
ら
し
い

愛
着
の
湧
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カ
ー
ド
名
称
を
広
く
募
集
し
ま
し
た
。

　今
回
そ
の
名
称
が
『
さ
い
と
く
』
カ
ー
ド
に
決
定
し
ま

し
た
の
で
、
カ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

カ
ー
ド
の
名
称
＆
デ
ザ
イ
ン
決
定

「さいと」で「とく」する

　　　　　　　　ポイントカード

●健康促進

●環境保全

●介護支援

●観光促進

●地元商店街などで

　使えるギフト券に

　交換

市が指定したイベント・
行事に参加すると
ポイントがたまるよ！

貯まったポイントは、
ギフト券に交換して
地元商店街などで使えるよ！

●地域貢献活動を行う

　団体などへ寄附

市民活動

　■問い合わせ　商工観光課：43-3222 　DEVELOP SAITO：35-4029　
Time After Four 事業西都 DE JAZZ FES 事業



西都市内であった出来事や市政の動き、活躍する

市民の方や学生の声などを紹介します。

戦没者を思いながら
　平和への決意を新たに

　

9
月
26
日
、
喉
の
不
調
の
た
め

今
年
３
月
か
ら
休
養
し
て
い
た
本

市
出
身
の
歌
手
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
（
ジ

ル
）
さ
ん
が
活
動
再
開
を
報
告
す

る
た
め
、
市
長
室
を
訪
問
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
さ
ん
は
、
11
月

13
日
に
開
催
さ
れ
る
『
都
於
郡
城

址
ま
つ
り
（
本
祭
）』
に
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
出
演
し
、
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
を
行
う
予
定
。
ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｌ
Ｅ
さ
ん
が
書
き
下
ろ
し
た
新
曲

『
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
』
は
、
市

が
製
作
中
の
移
住
・
定
住
Ｐ
Ｒ
動

画
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
１
日
、
市
民
会
館
で
市
戦

没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
戦
没
者
の
遺
族
な
ど
約

３
５
０
人
が
参
列
し
、
本
市
の
戦

没
者
・
戦
災
死
没
者
１
６
３
７
人

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
式
で
は

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
参
列
者
全
員
で
黙
と
う
。
地
元

中
学
生
を
代
表
し
て
都
於
郡
中
学

校
３
年
の
原
田
凛り
ん
か香
さ
ん
と
日
髙

未み
の
り詞
く
ん
が
平
和
へ
の
思
い
を

発
表
し
ま
し
た
。
参
列
者
は
一
人

ず
つ
祭
壇
に
向
か
っ
て
献
花
を
行

い
、
故
人
を
し
の
び
ま
し
た
。

JILLE さんが市長を表敬訪問

西都市戦没者追悼式

11 November 2016 広報さいと 10広報さいと November 2016

Topics

さ  い  と

の
わだい話　　題

さ  い  と

の
わだい話　　題

さ  い  と

の
わだい話　　題

さ  い  と

の
わだい話　　題

わが家のアイドル（未就学児）・紙面で紹介してほしい市民（小学生以上）の情報・表紙の題字（さいと）

は随時募集中です。市総合政策課  さいとアピール係まで　℡ 32-1011　メール：koho@saito-city.jp

　

10
月
11
〜
14
日
、
台
湾
の
宜
蘭

県
羅
東
鎮
成
功
国
民
小
学
の
生
徒

な
ど
が
教
育
旅
行
で
本
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
同
校
の
児
童

や
教
師
な
ど
18
人
。
３
泊
４
日
の

本
市
滞
在
中
、市
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
会
が
行
う
農
家
民
泊

に
宿
泊
し
、
そ
ば
打
ち
や
餅
つ
き

な
ど
の
日
本
の
暮
ら
し
を
体
験
し

ま
し
た
。
ま
た
13
日
に
は
三
財
小

学
校
を
訪
れ
、
同
校
の
児
童
た
ち

と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
長
縄
と
び
な

ど
を
一
緒
に
行
い
、
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

９
月
24
日
、
山
角
河
川
敷
広
場

付
近
の
一
ツ
瀬
川
堤
防
で
『
一
ツ

瀬
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
市
と
県
土
木
事

務
所
が
、
地
域
で
の
奉
仕
活
動
に

取
り
組
も
う
と
い
う
航
空
自
衛
隊

新
田
原
基
地
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
と
と
も
に
毎
年
実
施
し
て

い
る
清
掃
作
業
で
す
。
今
回
は
約

２
０
０
人
が
参
加
し
、
堤
防
の
草

刈
り
や
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し

た
。
清
掃
終
了
後
は
、
市
食
生
活

改
善
推
進
員
が
作
っ
た
料
理
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

台湾の成功国民小が来市

一ツ瀬川クリーン作戦

台湾の児童が西都で教育旅行
　農家民泊＆三財小の児童と交流

市や県、自衛隊員、市民が一緒に
ボランティア清掃作業を実施

『GILLE』から『JILLE』に改名　
　休養から復帰し、久しぶりの帰郷

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

これからも、仲良くいっぱい遊ぼうね！
(串木：栄彦さん・由香さんの長男・次男 )

 新
に い な

名　陽
ひ い ろ

色くん
（平成27年12月4日生）

 新
に い な

名　叶
か な む

夢くん
（平成26年3月5日生）

　9 月 25 日の運動会で特に 2 つの事を考えました。
　１つ目は、茶臼原サーキットです。
　練習では 3 位だったのに、本番では、練習の成果を
出せて、1 位になれました。一生けん命練習をがんばっ
ていてよかったなぁと思います。
　2 つ目は表げんです。
　表げんは子どもうすだいこおどりでした。今年初めて
おどるので練習を一生けん命しました。運動会の本番で
は成功したのでよかったです。
　運動会の感想は、スローガンのように心を一つにがん
ばったので白団も赤団も思いっきりたたかう事ができ
て、勝っても負けてもたぶんくやしい気持ちより、やり
きった !! という気持ちが強いだろうなあと思いました。

題名『がんばった運動会』

茶臼原小学校　４年

　　溝
み ぞ べ

部 優
ゆ う な

那 さん
 

小学生
　   の
   作文

（
株
）
九
州
低
温
流
通
が
本
市
に
新
施
設
を
建
設

　商工観光課　　☎ 42-4068

政
レポート

市
しせい

　

宮
崎
市
に
本
社
を
置
く
（
株
）
九
州
低
温
流
通
が
、
本
市

荒
武
に
本
社
を
移
転
し
、
道
路
貨
物
運
送
施
設
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
３
日
、
県
企
業
立
地
推
進
局　

黒
木
秀
樹 

局
長
と
西
都
市
議
会 

井
上
司 

議
長
と
の
立
会
い
の
も
と
、（
株
）
九

州
低
温
流
通 

奥
山
奈
緒
美 

代
表
取
締
役
と
橋
田
市
長
に
よ
る
立
地
調

印
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）
九
州
低
温
流
通
は
平
成
20
年
に
設
立

さ
れ
、
食
料
品
な
ど
を
輸
送
す
る
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
を
宮
崎
市
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
度
の
計
画
に
よ
り
、
本
社
を
本
市

に
移
転
し
、
こ
れ
ま
で
離
れ
て
い
た
事
業
所

と
駐
車
場
を
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
で
事

業
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。
新
施
設
は
平
成

29
年
１
月
に
完
成
し
、
２
月
の
操
業
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。



　

９
月
18
日
、
東
米
良
の
銀
上

小
学
校
跡
地
で『
山
ん
盆
祭
り
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
天

候
に
よ
り
室
内
で
の
開
催
に

な
っ
た
も
の
の
、
地
区
内
外
か

ら
多
く
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
小
学
生

や
先
生
た
ち
の
ダ
ン
ス
、
み
や

ざ
き
犬
の
ダ
ン
ス
、
エ
イ
サ
ー

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
並
べ
ら
れ
た

手
作
り
の
竹
灯と
う
ろ
う籠
に
火
が
付
け

ら
れ
る
と
幻
想
的
な
明
か
り
が

会
場
を
照
ら
し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
、
平
助
地
区
多
目

的
広
場
で『
平
助
盆
踊
納
涼
祭
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
盆

踊
り
で
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
同
祭
実
行
委
員
会
が
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
地
域
の
盆

踊
り
団
体
や
民
舞
ク
ラ
ブ
、
エ

イ
サ
ー
団
体
な
ど
計
６
団
体
が

参
加
。
来
場
者
は
さ
ま
ざ
ま
な

踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た

西
都
音
頭
や
ば
ん
ば
踊
り
、
炭

坑
節
を
踊
る
『
総
踊
り
』
も
行

わ
れ
、
参
加
者
や
来
場
者
が
輪

に
な
っ
て
踊
り
ま
し
た
。

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。

13 November 2016 広報さいと 12広報さいと November 2016

さいとの話題Topics

よしの こうせい くん

清水保育園・6 歳
作品「パチンコ」

愛美
わが家のちいさな

ドル術館

来年から小学生！
運動会のリレーが
楽しみなんだ

　

９
月
18
日
、
杉
安
川
仲
島
公

園
プ
ー
ル
で
『
魚
釣
り
・
魚
の

つ
か
み
捕
り
大
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

た
ち
に
川
の
環
境
や
川
魚
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

一
ツ
瀬
川
漁
協
（
田
中
寛
組
合

長
）
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
。
参
加
し
た
親
子
は
、
流
水

プ
ー
ル
の
一
部
を
せ
き
止
め
て

ニ
ジ
マ
ス
や
ア
ユ
を
放
流
し
た

釣
り
堀
で
釣
り
を
体
験
し
た

後
、
つ
か
み
捕
り
を
し
て
魚
に

親
し
み
ま
し
た
。

魚釣り・つかみ捕り大会 第 12 回 平助盆踊納涼祭

宮大生が西都で『地域学』

　

9
月
21
、
22
日
、
宮
崎
大
学

の
学
生
が
市
内
で
『
地
域
学
』

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
市
と
包
括

的
連
携
協
定
を
結
ぶ
同
大
が

行
っ
た
も
の
で
、
学
生
た
ち
は

「
自
然
」
や
「
文
化
」
な
ど
の

テ
ー
マ
ご
と
に
、
班
で
妻
北
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
地
域
内
を
探
索
。
地

域
の
実
情
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
22
日
の
午
後
に
は
、
各
班

が
ま
と
め
た
地
域
の
魅
力
に
つ

い
て
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

第６回 山ん盆祭り

　

９
月
18
日
、
市
民
会
館
で

『
熊
本
地
震
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
芸
能
発
表
会
』
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
で
創
立
50
周

年
を
迎
え
る
市
文
化
連
盟
が
主

催
し
た
も
の
で
、
芸
能
発
表
会

は
今
回
で
34
回
目
で
す
。
出
演

者
の
皆
さ
ん
は
、舞
踊
や
民
謡
、

詩
吟
、
太
極
拳
、
大
正
琴
な
ど

多
彩
な
演
目
で
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
。
そ

れ
ぞ
れ
の
演
目
が
終
了
す
る
た

び
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

第 34 回 芸能発表会

「
西
都
市
と
イ
タ
リ
ア
の
深
い
絆
」

　
　
　
　
宮
崎
日
伊
協
会
に
義
援
金
を
寄
贈

　総務課　　☎ 43-1112

政
レポート

市
しせい

　

西
都
市
は
、
８
月
に
発
生
し
た
イ
タ
リ
ア

中
部
地
震
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
宮
崎
日
伊
協
会
（
羽
田

正
治
会
長
）
へ
贈
り
ま
し
た
。

　

本
市
と
イ
タ
リ
ア
は
、
本
市
出
身
の
伊
東
マ
ン
シ
ョ
が

天
正
遣
欧
少
年
使
節
団
の
正
使
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
渡
っ

た
こ
と
や
、『
ゆ
か
り
の
地
交
流
事
業
』
の
関
係
市
町
と

と
も
に
中
学
生
を
イ
タ
リ
ア
へ
派
遣
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
宮
崎
県
立
美
術
館
で
展
示
さ
れ
た
伊

東
マ
ン
シ
ョ
の
肖
像
画
が
イ
タ
リ
ア
で
発
見
さ
れ
る
な
ど
、

強
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
本
市
は

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

イ
タ
リ
ア
の
『
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
』
と
し
て
登
録
も
受
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
今
回
、
イ
タ
リ
ア
中
部
地
震

へ
の
義
援
金
を
贈
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

橋
田
市
長
が
羽
田
会
長
に
義
援
金
10
万
円
を
手
渡
し
ま
し

た
。　

　

こ
の
義
援
金
は
11
月
に

イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
市
で

開
催
さ
れ
る
『
日
伊
国
交

１
５
０
周
年
』
や
『
伊
東

マ
ン
シ
ョ
、
ロ
ー
マ
教
皇

公
式
謁
見
４
３
１
周
年
』

を
記
念
す
る
式
典
の
際
、

同
式
典
へ
の
出
席
が
予
定

さ
れ
て
い
る
羽
田
会
長
か

ら
イ
タ
リ
ア
側
へ
贈
呈
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。



15 November 2016 広報さいと 14広報さいと November 2016

都於郡城史文化研究会から
講師を招き、４年生がマン
ショについて学びました

さいとの話題Topics

ハロウィンにちなんだ飾り
付けが行われた中、手作り
雑貨などが販売されました。

『古墳まつり実行委員会』の
メンバーが市長を表敬訪問
し、まつりを PR しました。

JR 九州『七つ星ツアー』の
一行が来市し、県立西都原
考古博物館を見学しました。

市文化ホールで開催。妻高
吹奏楽部が日頃の練習の成
果を披露しました。

交通安全に功労のあった個
人や団体、交通安全運転者な
どへの表彰が行われました。

市民会館で開催。生演奏に
合わせ、参加者が懐かしい
歌謡曲などを歌いました。

　妻高吹奏楽部
　定期演奏会　

　秋の交通安全功労者・
　優良運転者 表彰式　

一夜の歌声喫茶
　JR 九州

七つ星ツアー歓迎式　

さいとプチマルシェ

古墳まつり実行委員会
表敬訪問　

都於郡小でマンショ講座

9
22

9
23

9
25

9
28

9
26

9
29

9
25

　フェニックスリーグ
　オープニングセレモニー3

10

フェニックスリーグの西都
市開幕試合に合わせ、花束
贈呈などを行いました。

宮崎県マーチングコンテスト金賞
（九州大会に出場）

妻中　吹奏楽部の皆さん

人西都の ひとWIDE
わいど

　第 68 回宮日総合美術展の造形部門で
特選の『宮崎日日新聞社賞』を受賞　

三宅　山
やまぐち

口　奏
すすむ

さん

　ソフトボール 16 歳以下の
女子日本代表監督に就任　

三納中　教頭　松
ま つ だ

田　和
かずひろ

広さん

西都・西米良　英語暗唱弁論大会で最優秀賞
（左）三納中 ３年 長

は せ が わ
谷川　幸

さ わ
和さん（暗唱の部）

（右）三財中 ２年 篠
しのはら

原　　心
まなか

　さん（弁論の部）

　JA 共済小・中学生書道コンクールで
特別賞の『県教育長賞』を受賞　

妻北小　１年　本
ほ ん ぶ

部　佑
ゆ う か

佳さん

毎月、『インタビュー』のコーナーで、活躍する人たちを紹介して
います。今回は活躍された人が多かったため、『西都の人WIDE』と
して紹介させていただきます -。

溶接技術全国大会に出場
オリンピア工業（株）

（左）新
しんむら

村　諒
りょうた

太さん　（右）中
なかたけ

武　豊
ゆたか

さん

平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
宝
く
じ
の
助
成
事
業
で
備
品
（
和
太
鼓
）
を
整
備

　商工観光課　　☎ 43-3421

政
レポート

市
しせい

　

今
年
度
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
』
の
採
択
を
受
け
、
和
太
鼓
な
ど
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

こ
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
は
、（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の

整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

①
助
成
団
体　

西
都
古
墳
太
鼓
保
存
会

　

②
主
な
整
備
内
容　

　
　
　
　
　
　
　

和
太
鼓
10
台
・
専
用
台
付
き
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菜
の
花
の
植
え
付
け

　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

西
都
原
で
菜
の
花
の
植
え
付
け
を
行

い
ま
す
。
手
作
業
で
行
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
者
に
は
球
根
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）
９
〜
11
時

※
雨
天
時
は
12
月
11
日
（
日
）

■
集
合
場
所
＝
西
都
原
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
準
備
す
る
物
＝
移
植
ご
て
や
ク
ワ
な

　

ど
の
道
具
（
あ
れ
ば
）、
汚
れ
て
も

　

よ
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、

　

飲
み
物
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

観
光
協
会　

☎
41–

１
５
５
７

　

商
工
観
光
課　

☎
43–

３
４
２
１

第
33
回
　
宮
崎
矯
正
展

■
日
時
＝
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
会
場
＝
宮
崎
刑
務
所
敷
地
内
（
宮
崎

　

市
糸
原
４
６
２
３
番
地
）

■
内
容
＝
刑
務
所
内
の
見
学
、
作
業
製

　

品
の
展
示
即
売
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー

　

ジ
イ
ベ
ン
ト（
く
に
と
み
天
領
太
鼓
、

　

琉
球
國
祭
り
太
鼓
ほ
か
）
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
刑
務
所

　

☎
０
９
８
５-

41-

０
６
６
２

県
庁
前
楠
並
木
「
さ
い
と
青
空
市
」

　

市
地
場
産
業
振
興
協
議
会
会
員
に
よ

る
物
産
展
。
農
林
水
産
物
や
加
工
品
な

ど
を
販
売
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
17
日
（
木
）
９
時
30
分

　

〜
15
時
30
分
、
18
日
（
金
）
9
時
〜

　

15
時

■
会
場
＝
県
庁
前
楠
並
木
通

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

商
工
観
光
課　

☎
43–

３
２
２
２

平
郡
神
社
秋
祭

■
日
時
＝
11
月
９
日
（
水
）
13
時
〜

■
会
場
＝
平
郡
神
社

　
　
（
西
都
市
大
字
平
郡
８
５
１
番
地
）

■
内
容
＝
神
楽
、せ
ん
ぐ
ま
き
（
２
回
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
平
郡
神
社
氏
子
総
代

　

会
長　

桑ク
ワ
バ
タ畑　

☎
44-

４
６
２
２

三
宅
神
社
大
祭

■
日
時
＝
11
月
15
日
（
火
）
10
時
〜
14

　

時
ご
ろ

■
会
場
＝
三
宅
神
社

■
内
容
＝
せ
ん
ぐ
ま
き
、
振
る
舞
い
、

　

神
楽
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人　

長
友

　

☎
０
９
０–

５
４
８
６–

７
６
２
２

穂
北
神
楽

■
日
時
＝
11
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
ご
ろ
〜
23
時

○
会
場
＝
穂
北
神
社

■
日
時
＝
11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　

13
時
ご
ろ
〜
23
時

○
会
場
＝
南
方
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

観
光
協
会　

☎
41–

１
５
５
７

都
萬
神
社 

秋
季
大
祭

　

参
拝
者
に
は
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、

高
屋
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
19
日
（
土
）

　

祭
典
：
10
時
30
分
〜
、

　

奉
納
行
事
：
11
時
30
分
〜
、
17
時
〜

■
会
場
＝
都
萬
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

観
光
協
会　

☎
41–

１
５
５
７

中
山
棒
踊
り

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
保
存
会

と
都
於
郡
小
学
校
山
田
分
校
生
に
よ
り

披
露
さ
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
22
日
（
火
）

■
会
場
＝
中
山
神
社

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

観
光
協
会　

☎
41–

１
５
５
７

尾
八
重
神
楽

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
山
岳
信

仰
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
神
楽

で
す
。

■
日
時
＝
11
月
26
日
（
土
）
19
時
ご
ろ

　

〜
、
27
日
（
日
）
12
時
ご
ろ
〜

■
会
場
＝
尾
八
重
小
学
校
跡
運
動

　

場
（
舞
殿
）

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

観
光
協
会　

☎
41–

１
５
５
７

第
36
回
か
ら
い
も
交
流
・
春

　
　
　
　
　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
人
留
学
生

を
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

か
ら
い
も
交
流
で
は
、
日
本
に
在
住

す
る
留
学
生
を
対
象
に
、
鹿
児
島
・
宮

崎
で
２
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
学
生

は
、
労
働
や
地
域
活
動
な
ど
へ
の
参
加

を
通
じ
て
、
日
本
の
田
舎
の
生
活
を
体

験
し
て
い
ま
す
。

■
受
入
期
間
＝
平
成
29
年
３
月
12
日

11 月の閉館日
　7日、14 日、21 日、28 日

図書館からのお知らせ
　西都市立図書館の Facebook ページが
できました。イベント情報などをアップ
していますので、ぜひ『いいね』を！

　

今
回
は
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い
て
、

特
に
煙た
ば
こ草

に
関
連
し
た
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
現
在
肺
癌が
ん

が
癌

死
の
総
合
第
１
位
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
の
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
男
性
で
は
１
位
、
女
性

で
は
大
腸
癌
に
次
い
で
２
位
で
す
。

肺
癌
は
煙
草
と
の
関
連
が
深
く
、

煙
草
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
の

約
５
倍
肺
癌
に
な
り
や
す
い
と
さ

れ
ま
す
。
最
近
喫
煙
率
が
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
し
ば
ら

く
は
癌
死
の
上
位
を
占
め
て
い
く

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
癌
は

進
行
が
と
て
も
速
い
タ
イ
プ
の
も

の
が
あ
り
、
見
つ
か
っ
て
数
カ
月

で
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
抗
が
ん
剤
の
効
果
が
乏
し
い

こ
と
も
多
く
、
死
亡
率
が
高
い
原

因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
煙

草
の
健
康
被
害
は
30
年
、
40
年
か

け
て
体
に
蓄
積
す
る
も
の
で
、
例

え
ば
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
煙
草
を

吸
っ
て
や
め
た
と
し
て
も
、
肺
癌

の
危
険
度
は
煙
草
の
影
響
が
完
全

に
な
く
な
る
ま
で
に
10
年
く
ら
い

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
煙

草
に
関
連
し
た
病
気
の
代
表
と
し

て
は
肺は
い
き
し
ゅ

気
腫
（
最
近
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
と
言
い
ま
す
）
も
重
要
で
す
。

肺
気
腫
は
肺
胞
が
煙
草
の
影
響
で

壊
れ
て
し
ま
っ
た
状
態
で
咳
や

痰た
ん

、
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
出
て

き
ま
す
。
煙
草
を
や
め
る
ま
で
に

壊
れ
て
し
ま
っ
た
肺
は
完
全
に
元

の
き
れ
い
な
状
態
に
戻
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
禁
煙
し
た
後

で
も
息
切
れ
が
す
る
よ
う
に
な
っ

た
り
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
指
摘
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
煙
草
を
や

め
た
の
に
な
ぜ
？
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
煙
草
の
害

と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
に
自
分
で

は
気
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
て

い
く
も
の
で
す
。
当
院
で
は
禁
煙

外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
カ
月

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
計
５
回
外
来

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
貼
り
薬
も
し
く
は
内
服

薬
で
禁
煙
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に

お
手
伝
い
し
ま
す
。
以
前
は
保
険

適
応
外
で
あ
っ
た
た
め
３
カ
月
で

計
数
万
円
の
自
己
負
担
が
必
要
で

し
た
が
、
現
在
は
保
険
適
応
と
な

り
２
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

煙
草
の
値
段
も
徐
々
に
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
煙
草
代
だ
と
思

え
ば
む
し
ろ
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

西都児湯医療センター　☎ 42-1113

　
（
日
）
〜
26
日
（
日
）

■
申
込
締
切
＝
平
成
29
年
１
月
20
日

　
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い

　

も
交
流
宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク
担
当（
押
川
）

　

☎
０
９
０-

８
３
９
７-
８
３
９
９

裁
判
員
制
度

　
〜
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
送
し
ま
す
〜

　

裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年
５
月
21

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年

に
は
、
６
７
６
７
人
の
方
が
裁
判
員
と

し
て
裁
判
に
参
加
さ
れ
、
同
期
間
に
判

決
が
言
い
渡
さ
れ
た
裁
判
員
裁
判
は
合

計
１
１
０
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
中
旬
に
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿

記
載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の

通
知
は
、
来
年
の
２
月
こ
ろ
か
ら
平
成

30
年
２
月
こ
ろ
ま
で
の
間
に
裁
判
所
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選
ば
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
積
も
り
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

引
き
続
き
、裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
宮
崎
地
方
裁
判
所
事

　

務
局
総
務
課
庶
務
係

　

☎
０
９
８
５-

23-

２
２
６
３　

煙
草
に
関
連
し
た
呼
吸
器
疾
患
に
つ
い
て

筆
者
：
呼
吸
器
内
科
部
長
　
床
島
真
紀 

医
師

くらしの情報

　図書館情報　☎ 43-0584

BOOKS

　戦後日本で学ぶこと
を禁止された「地政学」。
地理的条件が国家の政
治・経済・軍事に与え
る影響を研究する学問
です。かつて「焚書」
とされたこの地政学関
連の本が、昨年から出
版数が激増しています。
　国際政治を冷静な目
で見つめる力を養う入
門書としてどうぞ。

『図解でよくわかる　地政学のきほん』

　　荒巻　豊志／監修　　誠文堂新光社

オススメの本

『どうなっているの？  だんめん図鑑』

　断面マン／制作・監修　　　小学館

〜市立図書館の新刊より〜

　工業製品から食品ま
で、何でも真っ二つ！！
パッと見は同じゴルフ
ボールの６つの断面図
に驚かされ、デジタル
一眼カメラの中に並ぶ
14 枚ものレンズに「な
るほど！」と技術の高
さを知る。
　なんとも発見の多い
一冊です。

Information

西都児湯医療センター情報

市ホームページでも情報を配信しています。
http://www.city.saito.miyazaki.jp
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先
月
の
は
じ
め
は
超
大
型
の
台

風
18
号
の
進
路
が
非
常
に
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
初
予
想
さ
れ
て

い
た
本
県
直
撃
の
コ
ー
ス
を
外

れ
、
幸
い
に
も
本
県
へ
の
影
響
は

少
な
く
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
前
の

台
風
16
号
で
は
、
9
月
20
日
の
深

夜
に
大
隅
半
島
に
上
陸
し
、
翌
朝

に
か
け
て
最
接
近
し
た
た
め
、
本

市
で
は
一
晩
中
、
対
策
本
部
を
設

置
し
て
警
戒
態
勢
を
と
り
ま
し

た
。
短
時
間
で
の
豪
雨
に
よ
り
河

川
の
増
水
が
あ
り
、
氾
濫
ま
で
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
内

で
は
床
下
浸
水
や
農
作
物
へ
の

被
害
、
小
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
は
熊
本
大
地
震

が
起
こ
り
、
今
夏
は
日
本
各
地
で

大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
阿
蘇
山
で
は
36

年
ぶ
り
と
な
る
爆
発
的
噴
火
が

起
こ
り
、
収
穫
前
の
リ
ン
ゴ
が
灰

を
か
ぶ
る
な
ど
、
農
業
や
観
光

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
も
想
定

さ
れ
て
い
る
中
、
全
国
的
に
い
つ

ど
こ
で
大
規
模
な
災
害
が
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
の

で
、日
頃
か
ら
防
災
対
策
を
行
い
、

心
構
え
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

本
市
で
は
７
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
市
内
約
30
カ
所
で
『
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
説
明
会
』
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
災
害

の
現
状
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

視
点
か
ら
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
と
し
て
も
河
床
掘
削
や
堤

防
補
強
な
ど
河
川
改
修
の
早
期
完

成
を
国
・
県
に
要
望
し
続
け
、
木

造
住
宅
耐
震
化
や
自
主
防
災
組
織

化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
引
き
続

き
安
全
・
安
心
な
西
都
づ
く
り
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
の
言
葉
通
り
、
常
日
頃

か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

と
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

　『㈱九州シモン本舗』さんの「マンショせん
べい」と、あんこ飴またはいちごキャンディを
セットで３人の方にプレゼントします。

プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は11月30日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市広報担当「プレゼントもらっちゃおう11月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。　

（提供：西都市観光協会）

9月号プレゼント「黒木一明さんの『ポストカード７枚セッ
ト』」の当選者です。おめでとうございます。

溝　田　藤　宏　さま　（ 三　　宅 ）
田　爪　ふみ代　さま　（ 南　　方 ）
花　畑　貴　士　さま　（ 五ヶ瀬町 ）

　

穂
北
づ
く
り
協
議
会
は
今
月
で

丸
７
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
区
長
会
・
公
民
館
・
民
生

委
員
・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
心
安
全
な
明
る
い
穂
北
を
次
世

代
へ
渡
す
こ
と
を
目
標
に
、
会
長

を
は
じ
め
各
部
長
、
各
部
会
員
の

皆
さ
ん
で
、
地
域
の
方
々
が
親
戚

付
き
合
い
で
き
る
様
な
住
み
良
い

地
域
づ
く
り
に
知
恵
を
絞
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
、
よ
り
密
度
の
濃
い
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
と
各
部
会
を
合

併
す
る
こ
と
で
組
織
刷
新
を
図
り

ま
し
た
。
部
長
以
上
が
出
席
す
る

役
員
会
で
は
、
部
長
自
体
が
減
っ

た
の
で
寂
し
い
気
が
し
て
い
ま
し

た
が
、
会
議
中
の
意
見
は
こ
れ
ま

で
よ
り
活
発
に
交
わ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

こ
そ
、
７
年
の
歳
月
が
培
っ
て
く

れ
た
「
環
境
が
人
を
つ
く
る
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
後
は「
人

が
環
境
を
つ
く
る
」
活
動
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
月
か
ら
は
地
域
ぐ
る
み
参
加

の
「
も
の
づ
く
り
体
験
活
動
」
や

「
ほ
き
た
ふ
れ
あ
い
市
」（
軽
ト
ラ

市
改
め
）
な
ど
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。
年

が
明
け
る
と
、
三
社
詣ま
い

り
を
兼
ね

た
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
男
女
共

同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た
基
調
講

演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

３
月
に
は
穂
北
の
地
を
一
旦
巣
立

つ
、
中
学
校
卒
業
生
に
激
励
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
花
束
を
贈
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

　

無
理
さ
れ
な
い
程
度
で
構
い
ま

せ
ん
。
で
き
る
小
さ
な
こ
と
か
ら

少
し
ず
つ
行
動
（
参
画
）
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
変
え
よ
う
の
な
い
環

境
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
ら
の
小
さ
な
努
力
で
変
え
ら
れ

る
環
境
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
の
ご
要
望
、
お

困
り
ご
と
も
気
軽
に
ご
相
談
い
た

だ
く
と
幸
い
で
す
。

穂北づくり協議会
事務局長 廣田 一郎さん

●作り方
① サツマイモは皮をむき、大きく切ってゆがく。
② ①を熱いうちに裏ごしする（フードプロセッサーにかけて
　 もよい）。
③ 鍋に②、バター、スキムミルク、砂糖、バニラエッセンス
　 を入れ、よく混ぜてから 28 等分にしておく。
④ プロセスチーズを 28 等分になるように切っておく。
⑤ 餃子の皮に③をのせ、真ん中に④のチーズを入れて、包む。
　油でからりと揚げたら出来上がり。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 　（4 人分）
　サツマイモ　………  270 ｇ
　バター　　　………  小さじ 2
　スキムミルク　……  大さじ 1.5
　砂糖　　　　………　50 ｇ
　バニラエッセンス…  少々
　餃子の皮　　………　28 枚
　プロセスチーズ　…　80 ｇ
　揚げ油　　　………　適量

キントンパイ

　寒くなるとおいしくなるサツマイ
モ。サツマイモは食物繊維やビタミン
C、カリウムなどの栄養素を多く含ん
でいます。特にサツマイモのビタミン
C は、加熱しても壊れにくいのが特長。
　今回は、餃子の皮を使って手軽に作
れるおやつです。チーズとスキムミル
クをプラスして、栄養バランスの良い
レシピになっています。

ほきたふれあい市

10 月 16 日に行われた
宮崎県総合防災訓練の様子

ヘルスメイト
　おすすめレシピ

中学校卒業生へ花束贈呈

安全・安心な地域づくり
説明会の様子

地域の情報

今月のリポーター

あなたも地域づくり協議会に加入しませんか？
　穂北づくり協議会事務局　☎ 080-6463-2010

地域づくり協議会から

市長のやっちょるや通信

クッキング

プレゼント

くらしの情報

　『（株）九州シモン本舗』さんの 
　　　  　　　　 「マンショせんべい」ほか

■人口　30,188 ( − 40)　  ■男   14,177 ( − 30)　■女  16,011 ( − 10)　
■世帯数　12,143 ( − 21)  ■転入  41　■転出  51   
■出生  12    ■死亡   42　  ■高齢化率 (65 歳以上 )　33.84％ 

平成 28 年
10 月１日現在

人の

き動

安
全
・
安
心
な
西
都
づ
く
り



　

コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
い
う
木
は
、
世

界
中
で
日
本
だ
け
に
し
か
な
い
珍

し
い
植
物
で
あ
る
。
北
は
福
島

県
か
ら
宮
崎
県
ま
で
、
日
本
列

島
の
中
部
か
ら
南
部
に
か
け
て

点
々
と
生
え
て
い
る
。
中
で
も
和

歌
山
県
の
高
野
山
に
多
い
の
で

『
高こ
う
や
ま
き

野
槙
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

宮
崎
県
で
は
尾
鈴
山
と
掃か
も
ん部
岳

と
国
見
山
を
結
ん
だ
三
角
形
の
地

域
に
生
え
て
い
る
。
西
都
市
三
財

の
寒さ
ぶ
か
わ川
が
、
こ
の
植
物
の
南
限
で

あ
る
。

　

写
真
は
、
東
米
良
横よ
こ
ひ
ら平
の
コ
ウ

ヤ
マ
キ
樹
林
で
あ
る
。
あ
の
三
角

形
の
美
し
い
樹
形
は
世
界
的
に
も

有
名
で
、
南
洋
の
ア
ラ
ウ
カ
リ
ア

お
よ
び
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
と
と
も
に

世
界
の
三
大
造
園
木
の
１
つ
に
数

え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
槙
は
万
年
・
榧か
や

限
り
な

し
」
と
い
わ
れ
、
土
木
・
建
築
用

材
と
し
て
優
れ
て
お
り
、
香
り
が

良
い
の
で
鮨す
し
お
け桶
・
風
呂
桶
・
流
し

板
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
樹
皮
は
槙ま
き
は
だ肌
と
い
っ
て
水
桶

な
ど
の
漏
水
を
防
ぐ
詰
め
物
に
さ

れ
る
。
古
い
話
で
は
近
畿
地
方
の

古
墳
か
ら
出
た
木
棺
は
、
ほ
と

ん
ど
コ
ウ
ヤ
マ
キ
で
作
っ
て
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
材
が
強
く
、
水
に

も
良
く
耐
え
る
。
ま
た
サ
ン
ゴ

ジ
ュ
と
と
も
に
防
火
樹
と
し
て
も

有
名
で
あ
る
。
明
治
13
年
、
高
野

山
持じ
み
ょ
う
い
ん

明
院
が
焼
け
た
と
き
数
間
離

れ
た
不
動
院
だ
け
は
助
か
っ
て
い

る
。

　

私
の
家
は
西
都
市
三
納
に
あ

る
。
今
か
ら
10
数
年
前
、
隣
家
が

火
災
で
全
焼
し
た
。
そ
の
と
き
先

祖
が
植
え
て
い
た
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が

延
焼
を
防
ぎ
、
滝
家
を
守
っ
て
く

れ
た
。

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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さいとさいと広
報

　10月16日まで県立美術館で開催された『特別公開　新発見！
天正遣欧使節　伊東マンショの肖像』。仕事やプライベートで数
回行きましたが、毎回多くの方が肖像画を鑑賞されていました。
10 月 14 日には来場者が 1 万人を突破するなど、肖像画の里帰

りが『郷土の偉人』を多くの人に知ってもらえる機会になりました！　ま
た市内の小中学校では社会見学を行い、多くの小中学生が『大先輩』の肖
像画と対面。その偉大さをあらためて実感する機会になりました！　　（ひ）

滝 

一
郎 

の
ひ
と
つ
せ

第
５
回コ

ウ
ヤ
マ
キ

編集
後記
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